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平成 28 年 9月例会：次第（平成 28年 9 月 24日開催） 

 

 
１、会長挨拶 

 

 

２報告事項 

【会員の状況】 平成 28 年 8 月 
（1）   入会者： なし 

     退会者：大澤紀之 （済生会滋賀県病院） 

      異 動： なし 

          

（２） 会員の状況（28年 8月） 

       Ａ会員：134 名、 Ｂ会員：155名、  合計：289名  

 
 

【総 務 部】 

（1）第 21回日本医学会公開フォーラムの開催について     （総務資料 1）ｐ.1 

 

（２）平成 28 年度滋賀県立小児保険医療センター遺伝カウンセラー研修事業の実施

について                       （総務資料 2）ｐ.4   

 

（３）国際アルツハイマー病協会 第 32 回国際会議・京都・2017 開ご寄付のお願い                                
（総務資料 3）ｐ.7 

 

（４）平成 28 年度日本医師会医療情報システム協議会の開催について（総務資料 4）p.11   

           

（５）慶弔金規程による支払金 
  ・金沢 伸彦 先生→ご仏前 30,000円（ご母堂逝去） 

  ・橋本 賢治 先生→お見舞金 50,000円（6/30～7/11入院 7/12～7/24療養） 

 

（６）病診連携の推進に係る意見交換会の開催について            (総務資料 5)p.15 

 

 

（７）第 33回滋賀医学会総会への出席について                   (総務資料 6)p.17 

   ※参加ご希望者は当医師会事務局までご連絡下さい。 

 

（８）Ｂ型肝炎定期接種化に伴う接種情報の母子健康手帳への記入について  
(総務資料 7)p.19 

 

（９）「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」第 49 回ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ会議について     
(総務資料 8)p.20 

 

（10）雇用関係の助成金の申請を代行する企業からの勧誘について（注意喚起） 

 本年７月頃より、助成金事務局と称する企業が、全国の医療機関に対し「厚生労働省

推奨」と称して雇用関係の助成金の案内をしており、助成金申請代行を請け負って手数

料を取るビジネスを行っている。もとより、一般的にメール、ファックス、ダイレクト

メール等により勧誘をするビジネスの中には問題事例も有りうると考えられることか

ら、ご注意願いたい旨、日本医師会から連絡があった 
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 (11)平成 28 年度「医療安全管理研修会」の開催について 
  ・日時：平成 28年 10月 6日（木） 14：00～16：00 

  ・場所：栗東芸術文化会館さきら 中ホール 

  ・内容：①医療事故調査制度の動向及び医事紛争・苦情相談受付の現状 

      ②医療安全へのアプローチ ～航空分野の知見を医療界に生かす～ 

 

（12）代議員会・表彰式・受章者顕彰会の開催について 
  ・平成 28年 12月 8日（木）琵琶湖ホテル 

   14：30～16：00  第 208回臨時代議員会 3Ｆ 「瑠璃」 

   16：15～16：45  平成 28年度表彰式 

   17：00～     受章者顕彰会 2Ｆ 「ローズ」 

 

（13）平成 28 年度滋賀県小児慢性特定疾病指定研修会について  (総務資料 9)ｐ.22 

  ・日時：平成 28年 11月 27日 (日) 13：30～17：30 

  ・場所：明日都浜大津 １Ｆ 大会議室 

  ※専門医の資格をお持ちではなく、指定を受ける必要がある医師（医療意見書を作成す

る機会がある医師）は必須。受講しなければ平成 29年 4月 1日の指定が失効する。 

  ※専門医である医師も制度的な説明もあるので、出来れば参加願いたい。 

 

（14）平成 28 年度 集団的個別指導への対応について 
  ☆集団的個別指導（集団部分のみ） ・通知対象：38診療所 3病院 

    日時：平成 28年 10月 12日(水)  14：00～15：30（予定） 

    場所：大津びわ湖合同庁舎 5Ｆ 共用会議室③④（予定） 

  ・本年度も、近畿厚生局（厚労省）の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀

県医療保健課の共同により実施される(近畿厚生局管内は全て対象医療機関のみを対

象に実施) 

  ・保険医療機関として指導を受けることは健康保険法第 73条等の規定上やむを得ないこ

とであるので、開催通知が届いた会員医療機関は必ずご出席願いたい。  

 

（15）滋賀県立成人病センター主催 がん診療セミナー・滋賀県医師会合同研修会の

開催について                     （総務資料 10）p.24 

 

（16）医師会主催の研修会への託児サービス併設費用補助について (総務資料 11)

ｐ.26 

  ・各地の医師会が主催する研修会・講習会・講演会に託児サービスを併設するための費

用を県全体として 30万円を限度として実費を補助します。 

 

（17）道路交通法の一部改正について（平成 29 年 3 月 12 日施行）「滋賀県公安委員

会」                         (総務資料 12)ｐ.29 

  ・今回のリーフレットについては、各地域医師会の 10月の例会に間に合うよう印刷して、

公安委員会から各医師会あてに 10月 20日頃送付されるので、例会時に配布願いたい。 

 

（18）「自転車損害賠償保険等加入促進」のリーフレット等の送付について 
（総務資料13）ｐ.31 

 

 

（19）認知症の医療連携の促進に向けて IN湖南～医師によるリレー報告について 
                              （総務資料 14）ｐ.34 
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【学 術 部】 
［医療安全］ 

（１）医薬品・医療機器等安全性情報第 336号について（日医雑誌 平成 28 年 10

月号掲載予定 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000083859.html 

〔掲載内容〕 

1.皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害剤を投与する際の間質性肺疾患に関する留意

点について  

 ニボルマブの前治療歴がある非小細胞肺癌患者に対して、上皮成長因子受容体チロ

シンキナーゼ阻害剤（EGFR-TKI）を投与した際に、重篤な間質性肺疾患を発現した症

例が複数例報告された。現時点ではニボルマブ投与後にEGFR-TKIを継続的に使用する

ことにより、間質性疾患のリスクが増大するかは明らかではないが、EGFR-TKIの添付

文書には、間質性肺疾患に関する注意点が記載されており、間質性肺疾患のある患者

又はその既往歴のある患者に対するEGFR-TKIの投与は、間質性肺疾患が増悪し、死に

至る可能性があることから慎重投与とされている。 

 ついては、EGFR-TKIを投与する場合には、これらの注意点に十分注意し、投与前に

間質性肺疾患又はその既往歴を確認するとともに、投与中は十分な観察を行い、適正

使用にご協力をお願いしたい。また、EGFR-TKI投与後に間質性肺疾患が現れた場合に

は、当該患者のニボルマブ等の前治療歴も含めた副作用情報の収集にご協力をお願い

したい。 

2.医薬品による重篤な皮膚障害に関するゲノム研究について 

 医薬品の副作用の中でも薬理作用に基づかないものは、その発症予測が一般的に難

しく、かつ重症で発症後に積極的な治療を必要とする場合が多くみられる。そこで、

厚生労働省及び国立医薬品食品衛生研究所は、ゲノム情報を活用し、皮膚障害（ステ

ィーブンス・ジョンソン症候群及び中毒性表皮壊死症）、横紋筋融解症、間質性肺疾

患の副作用に関する発症患者のゲノム試料及び臨床情報を収集し、その解析研究を行

っている。本項では、特に研究が進んでいる皮膚障害研究の成果をまとめ、その内容

について紹介しているので、ご確認願いたい。 

3.重要な副作用等に関する情報 

（1）オランザピン 

（2）アゾセミド 

4.使用上の注意の改訂について（その277） 

①イマチニブメシル酸塩、ダサチニブ水和物、②ニロチニブ塩酸塩水和物、③ボス チ

ニブ水和物、④シタフロキサシン水和物 

5.市販直後調査の対象品目一覧 

 

 [生涯教育] 

（１）第 150回日本医学会シンポジウムの開催について 
テーマ：「肥満症」 

と き：平成 28年 12月 15日（木）13：00〜17：00 

ところ：日本医師会館 大講堂 

 参加申込みは、参加希望の旨・氏名・住所・電話番号・職業を明記のうえ、日本医学

会宛に FAX送信、郵便ハガキにて郵送、もしくは日本医学会 HPからの登録のいずれかの

方法による。参加申込み後、10 日以内に日本医学会から入場券が送付される。先着 500

名となっており、500名に達した場合には申込みをしても入場券は送付されないとのこ

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000083859.html
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000135681.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000135681.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000135682.pdf
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と。入場無料。参加者には、日本医師会生涯教育制度（CC23：体重草加・肥満-3.5単位）

ならびに日本内科学会認定総合内科専門医更新 2単位の取得参加証が発行される。 

【参加申し込み・問合せ先】 

日本医学会   〒113-8621東京都文京区本駒込 2-28-16 日本医師会館内 

     Tel.03-3946-2121㈹  Fax.03-3942-6517 

     URL http://jams.med.or.jp/ 

 

（２）第 21回日本医学会公開フォーラムの開催について 
テーマ：「乳がん －最新情報を知ろう－」 

と き：平成 28年 12月 24日（土）13：00〜16：00 

ところ：日本医師会館 大講堂 

 参加申込みは、参加希望の旨・氏名・住所・電話番号・職業を明記のうえ、日本医学

会宛に FAX送信、郵便ハガキにて郵送、もしくは日本医学会 HPからの登録のいずれかの

方法による。参加申込み後、10 日以内に日本医学会から入場券が送付される。先着 500

名となっており、500名に達した場合には申込みをしても入場券は送付されないとのこ

と。入場無料。参加者には、日本医師会生涯教育制度（CC0 -0.5単位、CC4 -0.5単位、

CC11 -0.5単位、CC18 -0.5単位、CC25 -0.5 単位）ならびに日本内科学会認定総合内科

専門医更新 2単位の取得参加証が発行される。 

【参加申し込み・問合せ先】 

日本医学会   〒113-8621東京都文京区本駒込 2-28-16 日本医師会館内 

     Tel.03-3946-2121㈹  Fax.03-3942-6517 

     URL  http://jams.med.or.jp/ 

 

【保 険 部】 
 ≪保険関係連絡事項≫ 

  (1) 疑義解釈資料（その７）について 【日医常任理事通知（保 146）】 
    （県医師会報 10月号「保険」のページ掲載予定） 

     http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106421.html 

 

 (2) 検査料の点数の取扱いについて 【日医発第 640号（保 126）】 

    （新たに保険適用が認められた検査等−平成 28 年 8月 1日適用−） 

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.21～P.22に掲載済）（日医雑誌 10 月号掲載予定） 

   ※厚生労働省ホームページに掲載済 

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T160801S0030.pdf 
      
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「新たに保険適用が認められた検査・

医療機器等」のコーナーに掲載される予定 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/tekiyo/ 

 

 (3) 使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について  

【日医発第 687号（保 145）】 

    （概要は県医師会報９月号「保険」のページ P.19～P.20に掲載済）（詳細は日医雑誌 11月号参照） 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載される予定 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 (4) 公知申請に係る事前評価が終了し、医薬品医療機器等法に基づく承認事項の一

部変更承認がなされた医薬品の保険上の取扱いについて 【日医発第 685号（保

143）】 

    （概要は県医師会報９月号「保険」のページ P.20～P.21に掲載済） 

http://jams.med.or.jp/
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   ※厚生労働省ホームページに掲載済 

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T160826S0020.pdf 
 
   ※日医ホームページに掲載される予定 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 
 

 (5) 平成 28 年度診療報酬改定において経過措置が設けられた施設基準の取扱い及

び保険医療機関から求める報告について 

    ※H28.9.7 付けで近畿厚生局滋賀事務所から対象医療機関あてに通知済 
 

 (6) 「妥結率に係る報告」及び「初診料及び外来診療料の注２、注３に係る報告」

について 

    ※H28.9.7 付けで近畿厚生局滋賀事務所から対象病院あてに通知済 

 

 (7) 日本医師会作成「改定診療報酬点数表参考資料」の正誤表（その１）について 

                          【日医事務連絡（保 135）】 

    ※日医「改定診療報酬点数表参考資料」作成後、厚生労働省から正式に発出された通知との

相違や、その後の一部訂正(事務連絡)の内容を反映した正誤表 

 
 

 (8) 原子爆弾被爆者健康手帳の無効について 

   滋賀県健康医療福祉部長通知 
 
      手帳番号   無効年月日  無効事由        備 考 

    ０００６６４－３  H28.8.29  紛失のため  当該手帳紛失者は湖南市岩根在住 
 
    （県医師会報９月号「保険」のページ P.23に掲載済） 

 
 (9)「交通事故受傷後の傷痕等に関する所見」（新設）について 

【日医常任理事通知（保 62）】 

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.23～P.25に掲載済） 

 
 (10) オンライン請求システムに必要な証明書の更新及びレセプト情報等を保護す

る通信の暗号化方式の変更について 

    ※H28.9.2 付けで社保支払基金滋賀支部から各医療機関あてに通知済 
 
(11)「レセプト電子請求」に関する不審なメールについて →添付の資料を参照 

 
(12) 医療機器の保険適用について（８月１日保険適用分）及び「医療機器の保険適

用について」の一部訂正について 【日医発第 641号（保 127）】【日医事務連絡（保

129）】 
 

(13) 診療報酬請求書（10 月提出分）の受付期間について 

    （県医師会報９月号「保険」のページ P.33に掲載済） 

    ・10月 10 日は月曜日(祝日)であるが、社保、国保ともに事務所を開所してレセプトの受付を

行う 

     ※診療報酬請求書等の提出日は、請求省令により１０日と定められているが、可能であれ

ば９日以前の早期提出にご協力願いたい 
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(14) 平成 28年 9月 30 日付けで廃止となる経過措置医薬品について 

    （関連記事は県医師会報９月号「保険」のページ P.26に掲載済） 

    （廃止となる経過措置医薬品の詳細は社保支払基金ホームページ参照） 

http://www.ssk.or.jp/shinryohoshu/keikasochi/shinsajoho_01.html 

 

(15) 平成28年台風10号による被災者に係る被保険者証等の提示等及び公費負担医

療の取扱いについて 【日医常任理事通知（保 131）】 

 
(16) 平成 28年度 集団的個別指導への対応について 

    ☆集団的個別指導（集団部分のみ）  〔通知対象３８診療所、３病院〕 

       平成 28年 10 月 12日（水） 14：00〜15：30 

       於．大津びわ湖合同庁舎５階 共用会議室３（予定） 

    ・本年度も、近畿厚生局(厚労省)の指導の平準化の下、近畿厚生局滋賀事務所、滋賀県医療

保険課の共同により実施される（近畿厚生局管内は全て対象医療機関のみを対象に実施） 

    ・保険医療機関として指導を受けることは健康保険法第 73条等の規定上やむを得ないことで

あるので、開催通知が届いた会員医療機関は必ずご出席願いたい 

    （県医師会報９月号 P.26 に掲載済） 
 

〔平成 28年熊本地震関係通知〕 
 
 《情報掲載ホームページ》 
  日医ホームページ「地震などの災害時における保険診療等に関する情報」 

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/jishin/index.html 

 

 

 

【公衆衛生部】 
［地域保健］ 

（１）ジカウイルス感染症に関する注意喚起について 

 米国フロリダ州の一部をジカウイルス感染症の流行地域として取り扱うこととする通

知に引き続き、今般シンガポールにおいて、ジカウイルス感染症の国内感染事例が多数

報告されたことから、シンガポールをジカウイルス感染症の流行地域として取り扱うこ

ととし、厚生労働省から周知依頼が発せられたのでご了知願いたい。 

 シンガポール保健省発表(2016年 8月 29日付) 

 外務省海外安全 HP 感染症スポット等  

 詳細は、厚生労働省 HPを参照 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000109881.html 

 

（２）麻しんの広域的発生について 

 麻しんについては、昨年、世界保健機関西太平洋地域事務局から、日本が麻しんの排

除状態にあると認定されたところであるが、その後も渡航歴のある患者やその接触者か

ら患者の発生も散見されている。本年８月に関西空港内の従業員に麻しんの集団感染が

発生し、広範囲の不特定多数の者に接触し、広範な地域において麻しん患者が発生して

いる状況である。 

ついては発熱や発しんを呈する患者が受診した際は、予防接種歴の確認など麻しんの

発生を意識した診療を行うことや、麻しんと診断した場合には直ちに最寄りの保健所に

届出を行うよう、また、麻しんの感染力の強さに鑑みた院内感染対策を実施することな

ど了知のうえ、適切な対応を依頼する旨厚生労働省から通知があった。 

 

（３）麻しん及び風しんの定期接種（第 2期）対象者に対する積極的な勧奨等について 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000109881.html
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麻しん風しんの流行予防の観点から、未接種対象者が小学校就学前の本年度 3 月 31

日までに接種を受け、接種率が目標（95％）に到達することが非常に重要である。 

未接種対象者及びその保護者に対しては、改めて平成 29年度の小学校入学手続き等の

機会を利用して、麻しん及び風しんの定期接種（第 2 期）の接種機会があることを周知

するなどの教育関係行政と保健衛生関係行政の連携による積極的な接種勧奨への取組に

ついて、ご理解と協力をお願いする。 

厚生労働省 HP 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku

-kansenshou/kekkaku-kansenshou21/index.html 

国立感染症研究所 HP 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ma/measles.html 

2016 年感染症発生動向調査への麻しん報告例  国立感染症研究所 HP（随時更新） 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/id/655-disease-based/ma/measles/idsc/6713-2016

0826.html 
 

 

【厚生部】 
 ［救 急 災 害］ 

（１）「救急の日」のポスターにおける印刷の不具合について 

 日本医師会雑誌 8 月号（第 145・第 5 号）に同封された救急のポスターの一部にイン

キの剥離によって起こされた色抜けが発生しているとの事、ポスターの交換を希望され

る会員は、日本医師会地域医療第Ⅰ課（℡03-3942-6137）まで連絡を願いたい。 

 

 

3.平成 28年 10月の日程 
 ・10月 1日 ：琵琶湖ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ研究会 

 ・10 月 22 日：10月理事会 

 ・10月 26 日～28日：健康診断（済生会滋賀県病院） 

 ・10 月 27 日：10月例会 

 ・10 月 27 日：ＣＰＣ（済生会滋賀県病院） 

 

4.平成 28年 9月以降の行事予定表               （総務資料 15）ｐ.37               

  

 

5.医協連絡事項 
≪平成 28年度下半期の融資貸付利率について≫ 

平成 28 年度下半期(平成 28年 10月～平成 29年 3月)の融資貸付利率が決定いたしました。 

●自家貸付融資（医協からの直接貸付） 

 貸付利率（固定） 融資額 資金使途 

小口融資 1.975％ 500 万円以内 医業経営に関する資金 

小口特別 

融資 
0.8％ 1,500 万円以内 

当組合から医業経営に直接関連する機器等を

購入する資金 

 

●制度融資（金融機関との提携融資） 

 利率（最優遇） 融資額 資金使途 

ドクタープラチナム 
変動金利 0.45％ 

固定金利 1.15％ 

12,000 万円 

以内 

運転資金・医業に係る設備資金・子

弟教育資金・これらを資金使途とす

る借入金の借換資金 

ドクタープラチナムフ 変動金利 0.55％ 1,500 万円 自由資金 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/kekkaku-kansenshou21/index.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/kekkaku-kansenshou21/index.html
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ma/measles.html
http://www.nih.go.jp/niid/ja/id/655-disease-based/ma/measles/idsc/6713-20160826.html
http://www.nih.go.jp/niid/ja/id/655-disease-based/ma/measles/idsc/6713-20160826.html
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リー 以内 （但し投機性資金を除く） 

その他諸条件がございますので、詳細等は医協事務局までお問い合わせください。 

≪30万円以下製品のご案内について≫ 

30 万円以下の製品をピックアップした冊子を作成いたしました。 

節税対策として 30万円未満の機器・物品購入については「少額資産一括償却制度」を活用く 

ださい。1 組 10 万円以上 30 万円未満の資産については、購入した期に全額損金に計上でき

ま 

す。幅広い製品を掲載して、今後定期的にご案内してまいりますのでご期待ください。 

詳しくは医協ニュース 9月号折り込みの冊子をご覧ください。 

≪地震保険改定のご案内≫ 

医協ニュース８月号でもご案内させて頂きましたが、平成 29年 1月 1日より全ての損害保険

会社で、地震保険が改定されます。 

今回の主な改定内容は、地震保険料率と損害区分の改定が行われます。この機会に一度ご加

入されています保険を見直してはいかがでしょうか。 

当組合では改定に伴うご相談をお受けしておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

＜主な改定内容＞ 

地震保険料率の改定 
全国平均で＋5.1％の値上げとなります。 

【滋賀県】耐火構造：＋4.6％ 非耐火（木造）構造：＋7.5％ 

損害区分の改定 
現行 ：全損・半損・一部損の 3区分 

改定後：全損・大半損・小半損・一部損の 4区分  
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